
２０１４（平成２６）.　１．　５（日）　 警察国家への道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民のひとり一人が監視を

　皆様には健やかに新しい年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　年頭にあたり市民の目フォーラム北海道を代表してご挨拶を申し上げます。

　早いもので、私と斎藤邦雄氏が道警の裏金疑惑を告発してから 10 年、当フォーラムを立ち上

げてから 6 年になろうとしています。

　昨年 4 月には私どものこれまでの活動を総括する意味で「警察崩壊」を旬報社から出版、多く

の方にお読みいただきました。

　フォーラムの重点事業として取り組んできました全国の大学生等を対象とする出張講義を引き

続き昨年も実施、6 月の京都の龍谷大学を皮切りに、札幌の北海学園大学で 2 回、7 月には早

稲田大学、8 月には北海道大学大学院、名古屋大学大学院、10 月には専修大学、法政大学、11

月には神奈川大学、そして、平成 26 年 1 月には鹿児島大学と同大学院で実施し、これで全国 10

校となり、本年度の原田代表による講義を終了しました。

　講義のテーマは「我が国の犯罪捜査・刑事手続きの問題点～体験をふまえて～」、「マスコミと

警察」、「監視社会と警察」、「秘密保護法と公安警察」などで、いずれの講義も学生の方から大き

な反響がありました。

　また、特定秘密保護法問題にも積極的に取り組みました。

　4 月の大阪弁護士会主催シンポジュウム「知る権利が危ない！」、7 月の愛知弁護士会主催シ

ンポジュウム「 秘密保全法？『公共の安全ってなんだ』」に原田代表が参加、9 月には全国オン

ブズマン京都大会で「監視社会と警察」と題して原田代表が講演、11 月には東京都で開かれた

「明るい警察を実現する全国ネットワーク」（代表清水勉弁護士）主催のシンポジュム「秘密保護

法は公安警察の隠れ蓑だ！」で、11 月には明治大学リバティタワーで明治大学軍縮平和研究

所・アジア記者クラブ（ＡＰＣ）主催の講演会で「秘密保護法と公安警察」と題して原田代表が講演

しました。

　地元札幌では、法案が成立した後の 12 月 5日に“ｗｔａｔ”主催の緊急講演会「どうする秘密保護

法。　原田宏二さんと考える」に出演、「秘密保護法と公安警察」と題して講演しました。

　この問題では、マスコミの動きは遅きに失した感がありますが、10 月に入ってから原田代表へ

の新聞、テレビのインタビュー取材も数多くありました。

　各紙の見出しは、朝日新聞オピニオン欄の[耕論]に”情報収集無制限に広がる“、毎日新聞”

監視の先の改憲に危機感“、東京新聞”「特高」化に拍車、高知新聞“思想監視の警察国家に”、

共同通信は、特集「秘密保護法案ここが論点」で“特高警察再来を危惧”を配信、福島民友、静

岡新聞、京都新聞、愛媛新聞、長崎新聞、佐賀新聞、琉球新報、沖縄タイムスが記事を掲載しま

した。

　なお、地元、北海道新聞の取材も受けましたが記事は掲載されませんでした。

　テレビはテレビ朝日（報道ステーション）、ＴＢＳテレビ（ＮＥＷＳ２３）、それにＨＢＣ北海道放送

（グッチーの今日ドキッ！）に原田代表が出演しました。

　国民が円安だ、株高だ、アベノミクスだと浮かれているのをしり目に、臨時国会では国家安全保

障会議（日本版 NSC）設置法、それとセットとなる特定秘密保護法が成立しました。

　安倍政権は、「集団的自衛権」を巡る憲法解釈の見直しにも着手、自民党は自衛隊を国防軍に

改め、自衛権発動を妨げないなどとする「日本国憲法改正案」を発表しています。

　ここにきて、憲法改正は現実味を帯びてきました。

　そうした中で警察は、「安全・安心なまちづくり」をうたい文句に、着々と事実上の権限の拡大を

図ろうとしています。



　警察が特定秘密保護法の制定に最も熱心だったとされるのはその表れだともいえるでしょう。

　日本体育大学の清水雅彦准教授（憲法学）は、1980 年代から警察内部にこれまでの警察権の

限界に関する考え方を緩めようとする動きがあり、学者の中にも私人間の問題にも警察が積極

的に介入するべきだとする考え方が出ていると指摘しています。

　近時の警察の暴力団対策、ストーカー対策、いじめ自殺対策、そしてテロ対策等をみるとなる

ほどと納得できます。

　全国に 5万店舗もあるコンビニ店舗をはじめ、金融機関などの企業の防犯(監視)カメラ、駅や

道路、地下街等に設置される公共の場所の防犯(監視)カメラ、そして、こうした企業の防犯（監

視）カメラと警察の写真データベースを繋ぐ試みも始まっていますし、警察自前の防犯（監視）カメ

ラやＮシステムも増えています。

　これも国民の「安全・安心」を求める風潮を背景にしたものでしょうが、世論調査では 7割以上

が賛成ないしは容認派です。

　“安全・安心”とはいったいなんでしょう。

　我が国はそんなに治安が悪いのでしょうか。

　国民は一度立ち止まって考える必要があるのでないかと思います。

　清水教授は自主防犯活動が盛んになると「民衆の警察化」になり、実は私たちが「犯罪予備軍」

とみなされているのではないかと指摘しています。

　これは、ある意味、恐ろしいことだと思います。

　国民への監視は防犯(監視)カメラだけではありません。

　既に、携帯電話（スマホ）、インターネット、スーパーのポイントカード、銀行口座情報など、あら

ゆる個人情報を警察がいとも簡単に手に入れることができる社会になっています。

　しかも、それをチエックするシステムはありません。

　それだけではありません。

　警察は取調べの可視化と引き換えに捜査手法の高度化の名の下、通信傍受法の適用対象事

件の拡大、会話傍受（盗聴）の法制化、あるいは共謀罪の創設を目論んでいます。

　

　国民の無関心さを奇貨として、警察という権力機関をチエックするべき公安委員会をはじめ、知

事、議会等の公の機関がいつの間にかその機能を放棄してしまいました。

　そして、権力の監視を標榜する新聞、テレビなどの多くが、警察の顔色を窺うようになりました。

　我が国は間違いなく自由のない警察国家への道を歩み始めています。

　これ以上、警察の無原則な権力拡大を許してはなりません。

　一度失われた自由や権利を取り戻すことは容易ではありません。

　そうさせないためには、第一歩として、国民のひとり一人が権力は腐敗し、暴走するものだとい

う認識を持つことが必要です。

　「市民の目フォーラム北海道」としては、こうした現状を踏まえて、特定秘密保護法の運用や警

察の権力拡大の実態をはじめ、警察の本当の姿を広く国民に知らせる活動を続けるとともに、警

察の違法行為により損害を受けた人々からの相談に応じ、国賠訴訟の支援活動などを続けてい

きたいと考えています。

　本年も皆さんの変わらぬご支援をいただけますよう心からお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　「市民のフォーラム北海道」代表　原田　宏二



２０１４（平成２６）.　１．　５（日）　シンポジウムのお知らせ

第６回『鈴木邦男シンポジウム in札幌時計台』のお知らせ

　柏艪舎では、鈴木邦男氏とゲストをお招きしてのシンポジウムを

　定期的に開催して「日本の分」について考えていきます。

　第６回は、元北海道警察釧路方面本部長 原田宏二さんをお招きして、

　「監視社会と警察」をテーマにお話いただきます。

　お誘い合わせの上、お越しくださいませ。

【ゲスト】原田宏二さん（元北海道警察釧路方面本部長）

【テーマ】「監視社会と警察」

【日　時】2014 年 1 月 21 日（火）18：00～21：00

【場　所】札幌時計台ホール

　　　　　札幌市中央区北１条西２丁目札幌時計台２階

【参加費】1,000円

【定　員】150 人　要予約（先着順で締め切ります）

【主　催】株式会社　柏艪舎

【問い合わせ・申し込み先】柏艪舎サイトをご覧下さい。

第６回『鈴木邦男シンポジウム      in      札幌時計台』

　http://www.hakurosya.com/books/news.php?news_id=28 

http://www.hakurosya.com/books/news.php?news_id=28
http://www.hakurosya.com/books/news.php?news_id=28
http://www.hakurosya.com/books/news.php?news_id=28


２０１４（平成２６）.　３．　４（火）　 北海道議会　総務委員会会議録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０年前の証言の記録

　平成 16 年 2 月 25日、第４回 総務委員会会議録 

　　　　　　　　　　（原田代表を参考人招致する議決）

　平成 16 年 3月 4 日、第５回 総務委員会会議録

　　　　　　　　　　（原田代表の参考人質疑）

　平成 16 年 3月 12 日、第６回 総務委員会会議録

　　　　　　　　　　（斉藤さんの参考人招致が理事会で認められないという報告）

２０１４（平成２６）.　３．１６（日）　 平成 26 年・総会の結果報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年末をもって活動終了を了承

　平成 26 年 3月 13日午後 6時から、札幌市中央区北 1条西 1丁目市民ホールにて、平成 26

年の総会を開催しました。

　総会には会員 14 人が参加しました。

　その結果を報告します。

　報告事項は、平成 25年中の活動結果（原田）、平成 25年中の会計報告（大場）、平成 26 年中

の事業計画（原田）で、添付した総会資料のとおりです。

　

　最後に、フォーラムのこれからについて協議が行われました。

　冒頭、原田代表から、本年 12 月 18 日で満 77歳となり、裏金告発から 10 年、道警を退職して

から約 20 年が経過したこともあり、代表を退きたい旨の表明がありました。

　それに伴い、本年末をもって代表の講演活動等の対外的な活動を休止し、ホームページの更

新を停止、会報は第30号（平成 27 年 1 月発行予定）を最後に廃刊とし、また、カンパ等による活

動資金の残余は福祉団体に寄付したいとの表明がありました。

　参加者からは、原田代表の退任についてはやむを得ないとの意見が出され了承されました。

　一部の会員からは、現在の官僚システムを打破するための新しい組織に変えてはどうか、原田

代表の後継として、新しい代表を依頼してはどうかなどの意見が出されましたが、現段階では見

通しがなく、極めて困難であるとして、結論は出ませんでした。

　仮に、そうした可能性が出てきたときには、再度、総会を開いて協議する必要があると思われま

す。

　また、ホームページは貴重な記録なので、削除しないで、更新を停止する旨を明らかにしてそ

のまま掲載するべきだとの意見が出さて了承されたほか、内容を単行本にまとめてはどうかとの

意見もありました。

　単行本については、原田代表から、既に「警察崩壊」が出されているので難しいのではないかと

の説明がありました。

　残余資金については、今後のフォーラムの発展や原田代表が個人的に活動する必要があると

http://www.geocities.jp/shimin_me/20040312.pdf
http://www.geocities.jp/shimin_me/20040304.pdf
http://www.geocities.jp/shimin_me/20040225.pdf


きなどの費用に使うべきだとの意見が出され了承されました。

　事務局の説明では、残余資金の額は約30万円ほどになる見込とのことで、これを当分の間、

事務局で管理してもらうこととなりました。

　最後に、原田代表からこれまでの支援に感謝するとともに、本年中は全力を尽くして代表を務

める旨の挨拶があり、終了しました。

　配布資料

1　平成 25年中の活動（原田）

○ 会報 4 回（読者会員381 人）

○ 警察関連 NEWS等 37 本動画 5本（アクセス 10，395件）

○ 警察相談 147件

○ 国賠支援（氷見冤罪事件、志布志事件、新宿痴漢冤罪事件、秋田県弁護士刺殺事件、

　 愛知県新人警察官自殺事件、警視庁築地署公防事件等）

○ 特定秘密保護法シンポ、全国オンブズマン大会講演等 11 回、

○ 大学講義 9 校（北海学園、北大大学院、龍谷、早稲田、名古屋大大学院、法政、専修、神奈

川、鹿児島）10 回

○ マスコミ取材（新聞 10、テレビ・ラジオ 7、雑誌 8）

○ 情報開示請求 10件

2　平成 25年中の会計報告等（大場）

○ 収支報告

○ カンパ状況

○ 大学講義経費

3　平成 26 年中の事業計画（原田）

（1）大学講義

〇 前年と同じ 10 校程度

（2）講演予定（申し込み分）

○　安田塾

（3）出版予定（2 月末現在）

○ 徹底検証秘密保護法（岩波書店「世界」3月 18 日　発売予定）

○ 別冊法学セミナー「新・総合特集シリーズ 5」

　『特定秘密保護法とその先にあるもの一憲法秩序と市民社会の危機』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本評論社　4 月未発売予定）

4　フォーラムのこれからについて提案（原田）

○ 裏金告発から 10 年、退職から約 20 年、12 月で 77歳

〇 12 月末で講演等の対外的活動を休止

〇 HPは更新停止

○ 会報第30号をもって廃刊

○ カンパ等の残余は福祉団体へ寄付



２０１４（平成２６）.　９．３０（火）　原田代表が安田塾（「教育・社会」問題研究会）

                                             で講演

　当フォーラムの原田代表が、9 月 28 日（日）、東京都武蔵野市吉祥寺の武蔵野商工会館で開

かれた 23回安田塾で「冤罪被害に遭わないための『犯罪捜査学入門』」と題して講演した。

　会場には、教師、ジャーナリスト、会社員、専業主婦、定年退職者、等々のバラエティーに富ん

だ市民約 40 人が集まり、原田代表の話を熱心に聴いていた。

　安田塾 （2008 年 6 月に発足）は、学校教師をはじめとする多様な職種の方々が定期的（原則と

して 3 ヶ月ごとの土曜日）に会合し、広義の「文化」総体に関わる「教養」知をテーマ化した「学習・

研究」活動を展開している。主宰者の安田忠郎氏は、慶應義塾大学で経済学・社会思想史専攻、

同大学院で教育哲学専攻。ニューヨークのコロンビア大学東アジア研究所で日本文化論専攻し

た。                                                         （講演する原田代表） 

２０１４（平成２６）.　９．３０（火）　秘密保護法退治フェス！VOL2

　８月２３日に北海道自治労会館で開かれた秘密保護法退治フェス実行委員会主催の「秘密保

護法退治フェス」に続いて、その第 2弾「秘密保護法退治フェス！VOL2」が、10 月 19 日（日）午

後 2時から札幌市教育文化会館（札幌市中央区北 1条西 13丁目）3階 305号室で開かれる。

　当日は、当フォーラムの原田代表が「『秘密保護法』の警察の本当の狙いとは？？？」と題して

講演するほか、パネルデスカッションが予定されている。

　参加費　一般 800円　大学生 300円　高校生以下無料となっている。

　問い合わせは、a2014@freeml.com ＦＡＸ：020-4624-05717、TEL：050-3594-2951

　なお、前回の「秘密保護法退治フェス」の様子は、当フォーラムのホームページに動画で掲載さ

れている。 



２０１４（平成２６）.１１．２８（金）　お知らせ

原田代表参加のフェスとシンポの紹介です。

〇 14/12/6(土）「イスラム国」、公安「捜査」、秘密保護法について語ろう

　　　 秘密保護法で公安警察の暴走が始まる！秘密保護法別表３号、４号は必要か？！

　問合せ先：03(3353)3399（さくら通り法律事務所）

　主催：明るい警察を実現する全国ネットワーク

　１２月１０日、公安警察が活動領域とする「スパイ活動」（別表３号）「テロリズム」（同４号）を極秘

扱いする秘密保護法がスタートする。

　マスコミはこの法律について「取材の自由・報道の自由を損なう」と懸念を表明しているが、他

方で、今年１０月、警視庁公安部が、これまで１度も捜査・検挙されたことのない私戦予備・陰謀

罪容疑でフリージャーナリスト宅を強制捜査したことについて、批判する報道はない。

　「イスラム国」はどうなっているか。

　公安「捜査」に問題はないか。

　マスコミは秘密保護法に対峙しているか。

　秘密保護法別表３号・４号の必要性と危険性を考える。

日　時：２０１４年１２月６日（土）

　　　　　　午後１時４５分～４時４５分【開場】午後１時３０分

場　所：主婦会館（東京都千代田区六番町１５）４階・シャトレ

　　　　　　 ※JR四ツ谷駅・麹町口前

参加費：１０００円（資料代）

内　容：

１） 講演：「イスラム国」の実情と私戦予備・陰謀罪「捜査」

　　　　　　　　　　 常岡浩介氏（フリージャーナリスト）

２） 講演：次々と馬脚をあらわす公安警察

　　　　　　　　　　 原田宏二氏（元北海道警察釧路方面本部長）

３） 討論：公安「捜査」と秘密保護法別表３号、４号

　　　　　　　　　　青木 理氏（フリージャーナリスト）、常岡浩介氏、原田宏二氏

　チラシ　http://www.ombudsman.jp/policedata/141206.pdf
　URL　http://www.ombudsman.jp/fswiki/wiki.cgi/akarui#p1

〇第三回 秘密保護法退治フェスティバル

　主催：秘密保護法退治フェス実行委員会

　日時：2014 年 12 月 13日(土)13時 30分～16時 30分

　会場：北海道自治労会館　5階　大ホール

　　　　札幌市北区北 6条西 7丁目 5-3

　プログラム

　　　　第一部　「おしどりマコ・ケン」さんのトークショー

　　　　第二部　質疑応答など

http://www.ombudsman.jp/fswiki/wiki.cgi/akarui#p1
http://www.ombudsman.jp/policedata/141206.pdf


　　　　　　　　おしどりマコ・ケンさん、原田宏二さん

　参加費：前売り　1,500円　

　　　　　　当　日　1,800円　

　お問い合わせメール：a2014@freeml.com

　URL　http://himitsuhogohoutaiji.blog.fc2.com/blog-entry-17.html 
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